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変則三交門門導入一年後の評価
9階西　　○田中由美子　石井　大竹
1　はじめに
　当病棟において、三交替制勤務はインターバルが短
く超過勤務も多かったため、看護婦のプライベートな
時間がさらに短くなっていた。業務整理や他部門との
調整を行ってきたが、なかなかその効果を得ることが
できず、疲労も増加している現状であった。
　平成7年度の看護部の方針である変則三交替制を導
入するにあたり、業務整理・変更を行い、平成9年7
月より第一次モデル病棟として導入を開始した。
　今回、導入一年が経過し、目的・目標の達成度につ
いて調査し、評価を行ったので報告する。なお、導入
経過・業務整理等については、平成9年11月の勤務体
制の研修会で報告したので省略する。
ll調査方法
1．調査内容
①看護婦満足度調査　②変則三交替制導入による
　メリット・デメリット　③勤務のインターバルの過
ごし方④疲労度自覚症状訴え率　⑤変則三交替制
導入計画について　⑥超過勤務状況　⑦超過勤務理
由　⑧三交替制と変則三交替制におけるインターバ
ルの比較⑨夜勤休憩時間未取得状況⑩病棟勤務
医の意見⑪タクシー代
2．調査期間
平成9年6月～平成10年7月
3．調査対象
病棟看護婦22名、病棟勤務医9名
皿　結　　果
①看護婦満足度調査（表1）
　　看護婦満足度調査では、1、変則三交替を続けた
　いは22名であった。2、業務にゆとりができたは20
　名であった。3、患者ケアーにゆとりができたは14
　名であった。4、夜勤が楽になったは9名であった。
　5、夜勤の出勤・帰宅がなくなり良いは20名であっ
　た。6、プライベートタイムにゆとりができたは17
　名であった。7、インターバルが長くなり休息・睡
　眠は十分にとれたは18名であった。8、今の勤務体
　制に満足しているは19名であった。
②褒則三交替制導入によるメリット・デメリット
　（表2）
　　メリットは「超勤の減少」は11名、　「夜勤が3人
　で安心」は11名、「午後からゆとりができる」は11
　名、　「勤務前に時間的余裕がある」は9名、　「勤務
　前に十分休息が取れる」は8名、　「帰宅時間が早く
　安全」は4名、　「2時間の仮眠が確実にとれる」は
　3名、「モジュールを崩さないで患者さんの把握が
　しゃすい」は3名であった。
　　デメリットは「午前中が忙しい」は15名、「拘束時
　間が長い」は11名、「午前中の人数が少ない」は9名、
　「日勤・中勤の疲労度が大きい」は9名、「給料が安
　い」は5名、「休日の日勤の数が少ない」は4名、「夜
　勤開始の業務に無理がある」は3名、「仮眠時間に眠
　れないと疲れる」は3名、「日勤から中勤への交替が
　スムーズにいかない」は2名であった。
③勤務のインターバルの過ごし方（表3）
　　日勤後では、まあまあそう思うは3名、何とも言
　えないは7名、あまり思わないは10名、全くそうは
　思わないは2名であった。
　　中々後では、何とも言えないは5名、あまりそう
　は思わないは4名、全くそうは思わないは13名であ
　つた。
　　夜勤後では、全くそう思うは3名、まあまあそう
　思うは9名、何とも言えないは4名、あまり思わな
　いは4名、全くそうは思わないは2名であった。
④疲労度自覚症状訴え率（表4）
　　各勤務前後の30項目からなる疲労度自覚症状訴え
　は、夜勤勤務前の三交替は31％、変則12カ月は9％
　であった。夜勤勤務後の三交替は50％、変則12カ月
　は34％であった。
　　中勤勤務前の三交替は25％、変則12カ月は11％で
　あった。中呂後の三交替は47％、変則12カ月は24％
　であった。
　　日勤勤務前の三交替は32％、変則12カ月は10％で
　あった。日勤勤務後の三交替は46％、変則12カ月は
　15％であった。
⑤　変則三交替制導入計画について（表5）
　1、1）変則三交替制についての学習会について適
　当であるは16名であった。2）①三交替の業務内容
　変更時期について適当であるは15名であった。②三
　交替の業務内容の変更は適当であり、戸惑いはなかっ
　たは12名であった。③業務内容変更の伝達方法は適
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　当だったは17名であった。④変則三交替について業
　務内容の変更は適当であり戸惑いはなかったは9名
　であった。⑤変則三交替の業務内容変更の伝達方法
　が適当だったは17名であった。
⑥超過勤務状況（表6）
　　変則三交替制導入一年後の超過勤務時間は、1カ
　月一人平均8．1時間であった。
⑦超過勤務理由（表7）
　　直接看護1，095分、間接看護9，835分、診療補助
　55分、管理業務は190分、その他30分であった。
⑧三交替と変則三交替におけるインターバルの比較
　（表8）
　　8時間以下は無し。16時間以下は4回。24時間以
　下は8回。48時間以下は3回。72時間以下は2回。
　72時間以上は1回。
⑨夜勤休憩未取得状況（表9）
　　平成10年6月は70分であった。
⑩病棟勤務医の意見（表10）
　　1、回診について（1）9時30分の開始時間は適
　当であるは9名であった。　（2）回診はほぼ時間ど
　おりに始められるは5名であった。（3）回診の時
　にフローシートを持って行くようになり良いは9名
　であった。
　　2、勤務体制について（1）午前中に看護婦が少
　なくても業務に支障をきたす事はないは4名であっ
　た。　（2）看護婦の担当患者についてはその都度分
　かるは2名であった。（3）夜勤が20時に交替して
　も変わりないと答えたのは7名であった。
⑪　タクシー代
　　平成9年4月から6月の月平均172，560円であっ
　　た。
IV　考　　察
　目標1については、表1・2・10から「患者ケアー
にゆとりができた」「業務にゆとりができた」　「午後
からゆとりができる」「夜勤中に計画修正ができる」
「余裕を持ってケアーができる」ということから、よ
り質の高い看護ケアーの充実に向けて前向きに取り組
んでいる姿勢が伺える。しかし、　「午前中は忙しい」
「人数が少ない」という意見から、5名の看護婦では
回診や同時間帯の検査だしなどが重なり、午前中の看
護業務遂行に支障を来す状況もある。せあて、あと1
名看護婦が必要であると考える。
　目標2については、表3・4・6・7・8から、イ
ンターバルが最も少なくて15時間であり、疲労の回復
に有効である。また、夜勤においては12．5時間と拘束
時間が長いため、仮眠を効果的に使用することで、疲
労は軽減すると思われる。しかし、プライベート時間
が増えているという実感は少ない。これは、変則三交
替制導入後一年であり、今後定着することにより、プ
ライベートな時間として有効に活用していけるのでは
ないかと思われる。
　看護業務の整理及び改善については、表2・5から、
「午前中は受け持ち患者が多く、業務が重なり忙しい」
「中軸との計画調整や業務分担がうまくいかない」
「中勤から夜勤の交替がスムーズにいかない」などの
意見から、業務内容の改善も繰り返し行ってきたが、
現段階ではこれ以上の業務整理は難しく、役割分担の
検討と各勤務帯の協力強化が必要であると考える。
　導入計画については、表5から、業務に慣れるまで
戸惑いはあったものの、準備から計画までスムーズに
行えたと思われる。
　目標3については、表6・7・11から、1カ月の平
均超過勤務時間は、8．1時間と減少し、変則三交替制導
入により、経済的効果は達成できたと考える。超勤理
由の一つである薬剤業務の減少については、薬剤師の
病棟勤務と大きな関わりがあり、今後もコメディカル
との協力体制・役割分担が必要と思われる。
　夜間の帰宅が無くなり、タクシー代が削減できた。
　その他については、導入一年が経過し、全員が変則
三交替制を続けたいと答えているものの、超過勤務時
間の減少は、個人にとって減収となり、経済的には余
裕が無い現状である。今後、夜勤手当の見直しなど、
経済的にもゆとりのある生活を保証することが必要で
あると思われる。
V　まとめ
1、変則三交替制は、ゆとりをもって看護ケアーがで
　きる
2、長時間勤務による疲労増加はあっても、仮眠を取
　ることや勤務間隔を長くすることで回復する
3、疲労度自覚症状訴え率が減少できた
4、超過勤務の減少、タクシー代の削減により経済的
効果が得られた
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　　　　　　　　　悪い
1．変則3交替を続けたい
　ですか
　　　　看護婦満足度調査（表1）
どちらともいえない　良い　　　　　　　　悪い　　　　　　良い
3ヶ月・6ヶ月ロ工二身＝亘コ 12ケ月　　■1　灘2　i髪34　□無
単位：名
3ケ月
6ケ月
12ケ月
2．業務にゆとりができま
　　したか
3ケ月
6ケ月
12ケ月
3．患者ケアのゆとりがで
　　きましたか
3ケ月
6ケ月
12ケ月
4．夜勤が楽になりました
　　か
3ケ月
6ケ月
12ケ月
5．夜中の出勤・帰宅がな
　　くてよくなりましたか
3ケ月
6ケ月
12ケ月
1
1
1
6．プライベートタイムに
　　ゆとりができましたか
3ケ月
6ケ月
12ケ月 1
7．インターバルが長くな
　　り、休息・睡眠は十分
　　とれますか
3ケ月
6ケ月　ワ
12ケ月
8．今の勤務体制に満足し
　ていますか
3ケ月
6ケ月
12ケ月
o 10　20　30
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変則三交替制導入によるメ リット・デメリット　　　　（表2）単位：名（複数回答あり）
メ　　リ　　ッ　　ト
・超過勤務の減少（11）
・夜勤が3人で安心（ll）
・午後からゆとりができる（11）
　占卜と業務分担できる。プライマリ●ナースの時間として
・勤務前に時間的余裕がある（中・夜勤）（9）
・夜勤前に十分休息がとれる（8）
・帰宅時間が早く、安全（4）
・2時間の仮眠が確実にとれる（3）
・モジュールを崩さないので、患者さんの
把握をしゃすい（3）
・中勤→夜勤でも苦痛ではない（3）
・時間内に記録の時間がとれる（3）
・夜勤の出勤時間が安全（2）
・1深で楽（2）
・14時の検温に集中できる（中高）　（2）
・早朝勤務がない（1）
・中勤では情報収集にゆとりができた（1）
デ　メ　リ　ッ　ト
・午前中が忙しい（15）
・拘束時間が長い（11）
・午前中の人数が少ない（9）
・日・中高の疲労度が大きい（9）
・給料が安い（5）
・休日の日勤の数が少ない（4）
・夜勤開始時の業務に無理がある（3）
・仮眠時間に眠れないと疲れる（3）
・日→中勤の計画調整、業務分担がうまくい
かない（3）
・中→夜勤の交替がスムーズにいかない（2）
・記録が時間内に終了しない（2）
・19時からの臨検に時間がかかる（2）
・勤務前の処置抜きは、ただ働きでおかしい
　（拘束時間が長くなる）　（2）
・他のモジュールの患者さんの把握が難しい（2）
・プライベートな時間が増えたとは思えない（2）
・入退院が多いと業務をこなせない（2）
・午後の日・山添の協力が難しい（1）
勤務のインターバルの過ごし方（表3）
単位：名
1、全くそう思う　　2、まあまあそう思う
4、あまり思わない　　5、全くそうは思わない
3、なんとも言えない
1 2 3 4 5
日勤
・日勤の勤務後の過ごし方で、超過勤務が減ったことで、プライベートな
條ﾔが多く取れるようになった
3 7 10 2
中断 ・中酵母の時間は、プライベートな時間として活用できている 5 4 13
夜勤 ・夜勤前の時間は、プライベートな時間として活用できている 3 9 4 4 2
他
・休日は、プライベートな時間として十分活用されている
E休みの後は、今日からまた頑張ろうという気持ちになる
55 610 94 23
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疲労度自覚症状訴え率（表4）
単位：％
勤　　　務　　　前 勤務終了後
勤務
三交替 変　　則
Rカ月
変　　則
Uカ月
変　　則
P2カ月
三交替 変　　則
Rカ月
変　　則
Uカ月
変　　則
P2カ月
深　　夜
驍P・2 31 10 10
9 50 43 44 34
準　　夜
?　　勤 25 14 12 11 47 26 29 24
日　　勤 32 17 15 10 46 36 34 15
変則三交替制導入計画について（表5）
対象者18名
1．導入計画に対する評価
1）変則三交替制についての学習方法は適当でしたか　　　　　　　　　　　　　はい　16名
2）業務内容の変更時期・方法について
①三交替制の業務内容変更時期（H9．2）は適当でしたか　　　　はい15名
②三交替制の業務内容の変更は適当で、戸惑いはありませんでしたか　　はい12名
③三交替制の業務内容変更の伝達方法は適当でしたか　　　　　 はい17名
④変則三交替制の業務内容の変更は適当で、戸惑いはありませんでしたか　はい9名
⑤変則三交替制の業務内容変更の伝達方法は適当でしたか　　　　 はい17名
超過勤務状況（表6）
日　勤 準夜（中勤） 深夜（夜勤） 総　　計 一人平均
三交替制 27，490（分） 6，470（分） 7，070（分） 41，030（分） 1，865（分）（31嘲）
変則三交替制 5，065（分） 3，120（分） 3，020（分） 11，025（分） 487（分）（8．1醐）
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超　過　勤　務　i理　由 （表7）
三　交　替　制 変則三交替制
日　勤 準夜 深夜 日　勤 中勤 夜勤
　直接看護
鼈鼈鼈齧`一一■一一一一一一一口顧刷，一輔腫曹層冒謄一轄一一一胃
@間接看護
黶@　騨　　一　　”　　r　　曜　　■　騨　　卿　　囑　　「　　一　　一　　一　　甲　　哺　　噂　　一　　一　　．　　一　　－　O　　，　　一　　ロ　　一　　一　　号　　一　　冒　一
@診療補助
]　一　　一　　一　　一　　圏　　一　　脚　　一　　鱒　　噌　　一　　彌　　，　　縛　　一　　胃　　，　　胃　　一　　帽　　一　曹　　一　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　ロ
@管理業務
h　　甲　　噛　　”　　－　　胃　　一　　謄　　冒　　層　　一　　一　　一　　冒　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　ρ　　一　　一　　一　　一　　｝　　■
@そ　の　他
4，336（分）
黶@　國　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　申　　昌　｝　　楠　　属　　ゆ　　一　　冒　　幽
Q5，153（分）
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@1，066（分）
｣一一一一一鱒噛噂，一回一P冒一一
@672（分）
j申一噂■一唱一一一冒一一【一■一
@575（分）
　828（分）
黶@　一　　冨　　一　　一　　一　　一　顔　　一　　■　　一　　一　　■　　一　　■　　一　　騨
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@130（分）
　1，044（分）
u　“　’　　囎　嘲　　一　一　層　一　嘘　冒　噌　冒　，　　ロ　“　幽
@5，436（分）
f曽冒，■一圃一層ー一一ロ，冒一ロ
@85（分）
p曹，冒r陶一一一冒一一一，一一ロ
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@505（分）
　435（分）
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`一一團ロ噛一一冒－冒ロ脚一曽■一
@20（分）
v`一一一一冒一一一層冒一一一冒冒
@190（分）
齔J一一「「一一「一一一一一一一一
　420（分）
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Q，680（分）
w　　層　　■　　■　　哺　　一　　噌　　鴨　　r　　胴　　噛　　噛　　翻　　冒　　冒　　o　冒
@20（分）
`胃ロ曹一一一一冒一一冒一一一一冒
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　240（分）
齣w冒冒－冒圃一一一一冒一一一囲冨
@2，765（分）
`一一ロー曹一冒騨一一一層一一■一
@15（分）
鼈鼈鼈黶｡呵一一，P一一，一一刷P
鼡ｿ噌鴫鱒囎圃曽謄噛冒一ロー冒冒冒
30（分）
総合計時間 27，490（分） 6，470（分） 7，070（分） 5，065（分） 3，120（分） 3，020（分）
勤務のインターバル （1カ月）　（表8）
　　　　　　　三交替勿
　　　　　　　変則三交替　□
単位：日
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下
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時
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以
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夜間休憩未取得状況 （表9）
単位：分
平成　9　年 平成　10年
7月 8月 9月 10月 ll月 垂2月 1月 2月 3月 4月 5月 6月
205 180 30 70
病棟勤務医の意見 （表10） 対象者9名
1．回診について
（1）9時30分の開始時間は適当である
（2）回診は、ほぼ時間どおりにはじめられる
（3）回診の時にフローシートを持っていくようになり良い
9名
5名
9名
2．勤務体制について
（1）午前中に看護婦がいなくても業務に支障をきたすことはない
（2）看護婦の担当患者についてはその都度分かる
（3）夜勤が20時に交替しても変わりない
4名
2名
7名
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